
多
く
の
企
業
が
人
材
の
確
保
に
苦
心
す
る
な
か
、
新
入
社
員
の
奨
学
金
返
済
を
支
援
す
る
制
度
に
よ
り
、

特
に
採
用
面
で
効
果
を
実
感
し
て
い
る
企
業
の
取
組
み
を
紹
介
す
る
。

新
卒
者
の
採
用
に
効
果
大
！

奨
学
金
返
済
支
援
制
度

キングラン株式会社
所在地●東京都千代田区
業種●専門商社（BtoB）

従業員●65名
（キングラングループ全体では2,983名）

　

日
本
学
生
支
援
機
構
の
「
令
和
４
年

度
学
生
生
活
調
査
」
に
よ
る
と
、
大
学

生
の
お
よ
そ
２
人
に
１
人
は
奨
学
金
制

度
を
利
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
労
働
者
福
祉
中
央
協
議
会
の

調
査
に
よ
る
と
、
１
人
あ
た
り
の
借
入

総
額
の
平
均
は
３
０
０
万
円
を
超
え
る

と
い
う
。

　

奨
学
金
の
返
済
は
、
特
に
給
与
額
の

低
い
新
入
社
員
に
と
っ
て
大
き
な
経
済

的
負
担
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
キ
ン
グ
ラ
ン
株

式
会
社
は
有
用
な
人
材
の
登
用
と
育
成

を
は
か
る
た
め
に
、
２
０
１
８
年
よ
り

「
奨
学
金
返
済
支
援
制
度
」
を
導
入
。

特
に
応
募
者
数
の
増
加
と
い
う
点
で
効

果
を
実
感
し
て
い
る
と
い
う
。

奨
学
金
返
済
支
援
制
度
の

概
要

　

制
度
の
概
要
は
、
以
下
の
条
件
を
満

た
す
新
入
社
員
に
対
し
て
、
会
社
が
返

済
金
額
の
一
部
を
給
与
に
上
乗
せ
し
て

支
給
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

●
 

会
社
に
新
卒
者
並
び
に
第
二
新
卒
者

（
新
卒
で
他
社
に
入
社
後
、
１
〜
３

年
以
内
に
退
職
し
た
者
）
と
し
て
定

期
採
用
さ
れ
た
者

●
 

修
学
時
に
奨
学
金
を
受
給
し
、
返
済

の
必
要
が
あ
る
者

●

書
類
審
査
に
よ
り
承
認
を
受
け
た
者

　

支
援
金
額
は
、
毎
月
最
大
２
万
円
、

最
長
で
３
年
間
支
給
さ
れ
、
総
額
は
１

人
72
万
円
が
上
限
と
な
る
。

　

支
給
は
入
社
６
か
月
後
か
ら
開
始

し
、
給
与
に
上
乗
せ
さ
れ
る
か
た
ち
で

支
払
わ
れ
る
。

　

な
お
、
返
済
支
援
金
は
所
得
税
の
課

税
対
象
と
な
り
、
そ
の
分
は
社
員
の
負

担
と
な
る
。

　

キ
ン
グ
ラ
ン
株
式
会
社
で
は
毎
年
25

名
程
の
新
卒
・
第
二
新
卒
者
を
採
用
し

て
お
り
、
制
度
開
始
後
の
利
用
状
況

は
、
２
０
２
２
年
は
８
名
、
２
０
２
３

年
は
８
名
、
２
０
２
４
年
は
11
名
で
、

制
度
運
用
に
か
か
る
費
用
は
年
間
平
均

で
４
８
０
万
円
程
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
対
象
社
員
の
休
職
・
退
職
に

関
し
て
は
、

休
職
時
…
… 

期
間
中
の
支
給
は
な
し
、

期
間
の
繰
下
げ
は
な
し

退
職
時
…
… 

退
職
日
の
属
す
る
月
の
月

末
ま
で
は
支
給

と
な
っ
て
お
り
、
３
年
間
の
期
間
満
了

前
に
退
職
し
た
場
合
で
も
、
支
援
金
の

返
還
義
務
は
な
い
。

制
度
運
用
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

　

奨
学
金
返
済
支
援
制
度
の
導
入
に
よ

る
企
業
側
と
社
員
側
双
方
の
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
、
統
括
管
理
本
部
・
人
事
部

人
財
開
発
グ
ル
ー
プ
の
日
向
秀
光
氏
と

平
井
由
夏
氏
に
尋
ね
た
。

　
「
社
員
側
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

や
は
り
経
済
的
な
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

こ
と
で
す
。
利
用
し
て
い
る
社
員
か
ら

も
、
毎
月
２
万
円
の
支
給
は
あ
り
が
た

い
、
こ
の
制
度
が
入
社
の
決
め
手
と
な

っ
た
、
と
い
っ
た
声
を
聞
い
て
い
ま

す
。
企
業
側
と
し
て
は
、
採
用
面
に
お

け
る
若
手
人
材
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、

応
募
者
数
の
増
加
と
い
う
点
で
効
果
を

実
感
し
て
い
ま
す
」（
日
向
氏
）

　

特
に
新
卒
採
用
に
お
け
る
効
果
と
い

う
点
で
は
、
同
業
他
社
と
の
明
確
な
差

別
化
に
な
る
ほ
か
、
大
学
の
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
の
採
用
担
当
者
か
ら
の
評
判

も
よ
く
、
応
募
者
数
の
増
加
に
寄
与
し

て
い
る
と
い
う
。

C
ase Stud

y

事
例
研
究
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近
年
の
企
業
の
採
用
活
動
で
は
、

「
オ
ワ
ハ
ラ
」（
内
定
を
出
し
た
学
生
に

就
職
活
動
の
終
了
を
強
要
す
る
行
為
）

や
、「
オ
ヤ
カ
ク
」（
内
定
を
出
し
た
学

生
の
親
に
同
意
の
確
認
を
取
る
行
為
）

と
い
っ
た
言
葉
が
よ
く
見
聞
き
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
だ
け
多
く
の
中
小
企
業
に
と
っ

て
、
学
生
の
内
定
承
諾
は
高
い
ハ
ー
ド

ル
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か

で
、
奨
学
金
返
済
支
援
制
度
は
、
学
生

の
内
定
承
諾
時
の
最
後
の
一
押
し
と
し

て
も
一
役
買
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
導
入
以
降
、
新
入
社
員

か
ら
評
価
さ
れ
、
企
業
側
に
と
っ
て
も

採
用
面
等
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
奨
学
金

返
済
支
援
制
度
だ
が
、
最
初
か
ら
完
璧

な
制
度
設
計
が
で
き
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
。

　
「
こ
の
制
度
を
実
施
し
た
そ
も
そ
も

の
き
っ
か
け
は
、
当
時
開
催
し
て
い
た

社
内
の
意
見
公
募
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

社
員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
や
提

案
を
募
集
し
、
採
用
さ
れ
れ
ば
実
施
し

て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
と
き

に
上
が
っ
て
き
た
提
案
の
１
つ
に
、
奨

学
金
返
済
支
援
制
度
が
あ
り
ま
し
た
。

社
長
の
『
社
員
は
家
族
同
然
』
と
い
う

考
え
の
も
と
、
そ
の
意
見
が
す
ぐ
さ
ま

採
用
さ
れ
た
こ
と
が
制
度
開
始
の
き
っ

か
け
で
す
」（
平
井
氏
）

　

そ
の
後
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
約

１
〜
２
か
月
で
運
用
を
開
始
。
た
だ

し
、
制
度
開
始
時
と
現
在
で
は
担
当
部

署
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、
改
め
て
制

度
を
見
直
し
て
み
る
と
、
現
状
の
制
度

を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
観
点
か
ら
課

題
や
改
善
の
余
地
は
あ
り
、
現
在
も
議

論
の
最
中
だ
と
い
う
。

　

特
に
、
制
度
上
の
ネ
ッ
ク
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
の
が
、
税
額
控
除
の
適
用
の

有
無
だ
。

　

一
般
的
な
奨
学
金
返
済
支
援
制
度
と

し
て
は
、
本
事
例
の
よ
う
に
給
与
と
し

て
一
定
額
を
社
員
に
支
給
す
る
場
合

と
、
企
業
が
日
本
学
生
支
援
機
構
に
返

還
残
額
を
直
接
送
金
（
代
理
返
還
）
す

る
場
合
と
が
あ
る
。

　

後
者
の
場
合
、
社
員
に
と
っ
て
は
通

常
の
給
与
と
返
還
額
が
区
分
さ
れ
る
こ

と
で
、
返
還
額
に
係
る
所
得
税
は
非
課

税
と
な
り
得
る
。

　

ま
た
、
企
業
と
し
て
は
返
還
額
を
給

与
と
し
て
損
金
算
入
で
き
る
ほ
か
、

「
賃
上
げ
促
進
税
制
」
の
対
象
に
な
り

得
る
。
さ
ら
に
原
則
と
し
て
、
返
還
金

は
標
準
報
酬
月
額
の
算
定
の
も
と
と
な

る
報
酬
に
含
ま
れ
な
い
。

　

一
方
、
返
還
支
援
額
を
社
員
に
給
与

と
し
て
支
給
す
る
場
合
、
税
額
控
除
は

適
用
さ
れ
な
い
。
通
常
の
給
与
に
返
済

支
援
金
を
上
乗
せ
す
る
場
合
、
そ
の
支

援
金
が
実
際
に
奨
学
金
の
返
済
に
充
て

ら
れ
る
か
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
り
、
厳

密
に
「
学
資
に
充
て
ら
れ
た
」
と
み
な

せ
ず
、
所
得
税
を
非
課
税
と
す
る
の
は

難
し
い
。

　

そ
の
た
め
、
同
社
に
お
い
て
も
返
済

支
援
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
社
内
の
経

理
部
や
財
務
部
と
も
連
携
し
つ
つ
見
直

し
を
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

そ
の
ほ
か
、
奨
学
金
制
度
自
体
が
多

様
化
し
て
お
り
、
金
額
・
期
間
・
返
済

方
式
な
ど
も
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

社
員
が
返
済
支
援
制
度
を
申
請
す
る
際

の
申
請
書
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
や
記
入
方

法
等
の
整
備
も
進
め
て
い
る
と
い
う
。

＊
　
＊
　
＊

　

多
く
の
企
業
に
と
っ
て
、
人
材
の
確

保
は
頭
を
抱
え
る
問
題
だ
。

　

奨
学
金
返
済
支
援
制
度
は
、
設
計
や

運
用
面
で
は
考
慮
す
べ
き
点
は
あ
る
も

の
の
、
社
員
側
と
企
業
側
の
双
方
に
と

っ
て
メ
リ
ッ
ト
の
大
き
い
施
策
と
い
え

そ
う
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
か
ら
同
社
人
事
部
人
財
開
発
グ
ル
ー
プ
長・日
向

秀
光
氏
、同
グ
ル
ー
プ・平
井
由
夏
氏

■奨学金返済支援制度の概要
支援内容 受給条件 休職・退職時の取扱い

●毎月最大２万円
●最長で３年間支給
●総額72万円
  （１人あたり）
● 入社６か月後から支給
開始

● 新卒者並びに第二新卒者
（新卒で他社に入社後、
１～３年以内に退職した
者）として定期採用され
た者
● 修学時に奨学金を受給
し、返済の必要がある者
● 書類審査により承認を
受けた者

休職時
●期間中の支給はなし
●期間の繰下げはなし
退職時
● 退職日の属する月の月末
までは支給
● ３年間の期間満了前に退
職した場合でも支援金の
返還義務はなし
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